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　3．　　脳機能障害発症と脳内NOならびに
　　　　　サイトカイン類との関連性
（薬理学）　　渡辺泰雄、大柴吉文、渋谷　健
（麻酔科学）　内野博之、一色　淳
「目的」高次脳機能調節の維持機構に関与する脳
内免疫系の役割を検索するたあ、培養脳神経細胞
を用い、パラコート（PQ）誘発の神経障害発現に
おけるNOならびにIL－8の経時的動態を定量的に解
析した。　「方法」1）共存するダリア細胞数を調
整した初代培養系小脳穎粒細胞を作成した。2）
細胞外NOの変動は代謝物であるNO2／NO3量を
HPLC－UV法で、　IL－8は免疫抗体法で定量解析を行
った。　「結果」1）PQ添加により経時的な細胞障
害発現が認められた。しかも、この発現はダリア
細胞数が少量群で顕著であった。2）PQ添加によ
りN（h／N（ゐ、つづいてIL－8の経時的増量が認めら
れた。しかも、この増量はダリア細胞の少量な群
で顕著であった。3）PQ誘発の細胞障害、ならび
にNO、　IL－8の増量は細胞内Ca2＋量に依存していた。
「考察」NOを介する虚心免疫系は脳機能障害発
症時に重要な役割を果たすことが示唆された。
5　　CYAとFK506のリンパ球感受性の相対力価比
東医大八王子医療センター薬剤部○竹内裕紀奥山清
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同研究室櫻井悦夫東薬大才床薬理平野俊彦岡部太郎
【目的】CYAと同作用機序を有するFK　506が腎移植で＝適
応となり、今後両薬剤の選択が問題になってくる。そこ
で薬剤感受性の面からアプローチするため、CYAと
FK　506のリンパ球感受性の相対力価比を患者ごとに求め、
基礎的な検討をした。　【方法】16例の慢性腎不全患者を
対象とし、リンパ球の幼若化を50％抑制する薬剤濃度
（IC50）を求め、感受性を評価した。またCYAとFK506
のIC50比（CYA／FK506）で、　CYAとFK506の相対力価比
を求めた。　【結果】CYAの平均IC50＝9．85ng／ml、
FK506の平均IC　50・O．70ng／m1であり、また平均力価比
はCYA：FK　506＝1：62であった。しかしCYAのICsoの範囲
はO．1～100ng／ml、　FK506は0．001～6．8ng／ml、力価比も
1：1～1：368と患者間で大きな個人差があった。今後CYA
とFK　506をどのように選択するかが問題になると考えら
れので、更に症例数を集め当施設の試験法におけるCYA
とFK　506の相対力価比を確立し、患者個々の薬剤感受性
から薬剤選択の基準を確立したいと考えている。
　4・新しい免疫抑制薬CAMの点眼によるラット実
験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎（EAU）の抑制効果の
検討
東京医科大学眼科学：○深井　徹、毛塚剛司、
横井秀俊、松澤　豪、坂井潤一、臼井正彦
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味の素（株）：金子有太郎
ラットEAUの発症がミコフエノール酸（MPA）の誘導体で
あるCAMの内服による抑制が知られている。可溶性の
5％MPA点眼液を作製しEAUの抑制効果について検討し
た。IRBP50μgをアジュバンドと共にLewisラットに免疫
し縞染のみを点眼した群をコントロールとし、免疫後1
～19日（2群）、免疫後7～19日（3群）、発症確認後～19日（4
群）に分け1日3回点眼した。細隙灯顕微鏡にて観察し免
疫20日にラットを屠殺し眼球の組織学的検索も施行し
た。膝窩リンパ節細胞をIRB　Pの存在下で培養しリンパ
球増殖試験を行った。炎症極期における前眼部炎症の
総スコアを7とするとコントロール群は7、2群では4．7、
3群では5．7、4群では6．3であり、組織学的にも2，3，4調製
に明らかに炎症の軽症化がみられた。リンパ球増殖試
験ではコントロールとの間に有意差はみなれなかった。
MPA点眼はEAUを抑制する効果があり全身の免疫応答
に影響を与えず局所的に作用すると考えられた。
　6．　結核症の急性進展はN型アレルギーのみ
　　　　で説明しうるか？
（埜灘7補講繍撫海窟野モ
　林令子、高橋俊二、五百部浩昭、嶋田裕之
　近年、結核症は高年齢層に内因性再燃の増加を
認めるが、これは老年者の免疫の異常に基づく全
身性抵抗減弱、易感染性によるものであると考え
らる。　【症例】86才、男性。2年半前、膀胱癌
の診断のもと膀胱三角部を摘出。死亡の1－2ケ
月前、尿路感染症にて発熱、入院。その後突然の
呼吸困難で死亡。【病理学的所見】肺では空洞化
を伴う乾酪性肺炎が広範に軟化崩壊に至り、増殖
性病変の線維性被呼を越え周囲に拡大、巨細胞も
認められた。崩壊部先端や、腫大したmacropha－
ge胞体内・外には結核菌が強く証明された。乾酪
性肺炎周囲には浮腫とフィブリン析出を伴う膠様
肺炎が病巣を著しく修飾、’リンパ球、形質細胞、
好中球の著しい浸潤を認めた。　【考察】高齢者な
どの免疫力低下によるimmunoeompromised　hostで
は、T細胞機能低下により、本症例のように皿型
アレルギーの形で、浮腫、フィブリン析出等の循
環障害が起こり、リンパ球、形質細胞、好中球の
浸潤により結核泣面の修飾が起こると考えられた。
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